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沿 革

病 院 の 年 表

昭和48年 8 月 4 日 福岡大学病院開院 405床（一般324、精神44、結核37）、標榜診療科19科

12 月 5 日 病院使用許可 813床（一般732、精神44、結核37）

昭和49年 9 月 12 日 腎センター開設

昭和53年 4 月 1 日 健康管理部を廃止し、健康管理科を新設

11 月 10 日 心臓血管外科標榜（標榜診療科19→20科へ）

昭和56年 12 月 1 日 IDカード導入（患者登録に電算機導入）

昭和58年 4 月 1 日 医療社会福祉部設置（現在、医療安全管理部（医療相談窓口）へ統合）

12 月 28 日 結核病床の廃止許可（6階南病棟（37床）がＳ59．2．1一般病棟へ）

昭和59年 9 月 30 日 西別館完成（精神科病棟を5階北病棟から西別館１階へ移動開始）

10 月 17 日 病院使用許可 829床（一般769、精神60）・・・移動完了

昭和60年 4 月 医事会計システム稼働

4 月 2 日 病院使用許可 873床（一般813、精神60）・・・5階北病棟の改修

4 月 22 日 南片江小学校「なのはな学級」開校

7 月 1 日 福岡大学筑紫病院開院 345床

昭和61年 3 月 18 日 病院使用許可 883床（一般823、精神60）

9 月 22 日 病院使用許可 885床（一般825、精神60）

10 月 1 日 特定承認保険医療機関承認

12 月 1 日 呼吸器外科、小児外科、肛門科標榜（標榜診療科20→23科へ）

昭和62年 4 月 1 日 救急部開設（10床）

昭和63年 3 月 29 日 外国医師歯科医師臨床修練指定病院承認

平成 2年 4 月 1 日 新生児特定集中治療室管理（NICU）施設基準承認（3床）

平成 3年 4 月 1 日 高度先進医療の承認（溶血性貧血症の病因解析ならびに遺伝子解析診断法）

平成 4年 4 月 1 日 病歴室を医療情報部へ名称変更

5 月 8 日 病院使用許可 915床（一般855、精神60）

6 月 1 日 救急部（10床）を廃止し、救命救急センター（40床）を新設

11 月 1 日 特定集中治療室管理（ICU）施設基準承認（1床）

平成 6年 2 月 1 日 特定機能病院承認

4 月 1 日 エイズ治療拠点病院指定

平成 8年 1 月 30 日 院内に喫煙台を設置し分煙化を実施

4 月 1 日 形成外科標榜（標榜診療科23→24科へ）

地域医療推進室設置

治療材料及び検査材料の SPD開始

6 月 1 日 第Ⅰ期統合医療情報システム（オーダリング）稼働（カルテをＢ5版からＡ4版へ統一）

7 月 1 日 特定集中治療室管理（ICU）施設基準追加承認（3床）合計4床

9 月 1 日 病院焼却炉をバッチ式へ更新（稼動）

10 月 1 日 理学診療科をリハビリテーション科へ標榜診療科名の変更

11 月 1 日 アレルギー科、リウマチ科、歯科口腔外科標榜（標榜診療科24→27科へ）

12 月 27 日 災害拠点病院指定

平成 9年 2 月 1 日 未熟児センター移転（救命救急センター棟2階）

4 月 1 日 研修医仮眠室、研修室（現研修センターＡ棟6階）設置

5 月 30 日 無菌室の設置（3階南病棟）

7 月 1 日 未熟児センターNICU増床（3床→6床へ）2交代制看護導入

平成10年 1 月 1 日 高度先進医療の承認（肺気腫に対する胸腔鏡下外科治療）

4 月 1 日 梅林中学校「菜の花学級」開校

5 月 20 日 第1回 病院ワークショップ開催
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9 月 19 日 福岡県大規模災害医療救護訓練実施

10 月 1 日 血液・腫瘍並びに医療相談、物忘れ外来等の専門外来を開始

医療改善委員会設置（現在の医療安全管理委員会）

12 月 1 日 総合周産期母子医療センター開設（MFICU 7床 NICU 9床）

内科臓器別診療科の院内標榜（血液・糖尿病科、循環器科、消化器科、腎臓内科、

呼吸器科、神経内科・健康管理科）

平成11年 4 月 1 日 ボランティア委員会設置

11 月 1 日 高度先進医療の承認（脳内視鏡手術）

12 月 1 日 医療連携のための病院機能情報誌（第1号）発行

平成12年 1 月 19 日 病院焼却炉（1号炉）の休止

3 月 31 日 人間ドック一部廃止

4 月 1 日 「福大病院ニュース」の発行

6 月 1 日 クリニカルパス及び安全管理マニュアル作成の導入

8 月 1 日 病院廃棄物の全面業者委託

病院焼却炉（2号炉）の休止

平成13年 4 月 1 日 院外処方箋（一部）の導入

7 月 1 日 治験管理室を設置

10 月 1 日 無菌室の設置（6階西病棟）

平成14年 10 月 1 日 外科系集中治療室設置（4床）

11 月 1 日 第1回 医師自己評価実施

12 月 26 日 病院焼却炉廃止（1号炉・2号炉）

平成15年 1 月 1 日 第Ⅱ期統合医療情報システム（オーダリング）稼働

院内全館禁煙実施

神経科を神経内科へ標榜診療科名の変更

4 月 1 日 病院組織一部改組

電算部門を本学の総合情報処理センターより分離し、医療情報部へ統合

安全管理部と医療相談部を統合し、医療安全管理部を設置

臨床工学センター設置

卒後臨床研修センター開設

（事務部門）

事務部に医療管理課を新設

外来医事課と病棟医事課を統合し、名称を医事課へ戻す

上記の医療情報部、医療安全管理部、卒後臨床研修センターへ事務室を設置

美容外科（院内標榜：美容形成外科、美容皮膚科）標榜（標榜診療科27→28科へ）

6 月 1 日 外来化学療法室開設

診療報酬包括評価（DPC）制度導入

7 月 1 日 ハリーコール（院内救急システム）開始

10 月 1 日 診療時間延長（新患受付時間延長14時まで･･･一部を除く）

12 月 1 日 院外処方箋へ全面移行

平成16年 3 月 31 日 看護職員寮廃止（4月1日より北別館及び看護職員寮を研修センターＡ棟、

Ｂ棟へ建物名称変更）

4 月 1 日 地域医療連携室開設

治験管理室を治験管理センターへ名称変更（治験管理センター事務室設置）

行動制限最小化委員会設置

長期人間ドック中止

7 月 1 日 院内 PHS システム導入

10 月 1 日 病棟再編（臓器別）実施

NST委員会設置

「テレビ de ホームドクター」番組制作開始
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11 月 22 日 （財）日本医療機能評価機構 病院機能評価認定

12 月 22 日 SARS 訓練実施（福岡市・保健所合同）

平成17年 2 月 3 日 福岡市営地下鉄七隈線 開業

4 月 1 日 総合診療科開設（院内標榜）

医薬品 SPDシステム導入

治験管理センターを臨床研究支援センターへ名称変更（臨床研究支援センター事務室設置)

個人情報保護委員会設置

インフォームド・コンセントに関する委員会設置

遺伝医療室設置

5 月 1 日 セカンドオピニオン外来開設

5 月 31 日 肺移植実施施設認定

7 月 福岡県４大学（福岡大、久留米大、産業医大、九大）における医療材料の一部共同購入

10 月 1 日 移植相談室設置

10 月 28 日 新鮮膵島分離移植施設認定

平成18年 1 月 1 日 高度先進医療の承認（脳死肺移植手術、生体部分肺移植術）

2 月 1 日 高度先進医療の承認（画像支援ナビゲーション手術、腹腔鏡下前立腺摘除術）

3 月 26 日 福岡都市高速５号線（野多目〜堤間）・福大トンネル開通

4 月 1 日 腎センターを血液浄化療法センターへ名称変更

薬剤部改組（副薬剤部長２人制、薬学部就学年限変更・・・４年→６年）

薬剤師（本学卒業生）レジデントコース設立

4 月 3 日 精神神経科デイケア棟建て替え

6 月 1 日 総合診療科を総合診療部へ再編

10 月 1 日 東洋医学診療部を設置

外科再編に伴う院内標榜（消化器外科、呼吸器・乳腺内分泌・小児外科）

10 月 28 日 脳死肺移植手術実施（九州初）

11 月 3 日 膵島移植実施（九州初）

11 月 28 日 生体肺移植手術実施（移植実施時４歳男児・・・世界最年少）

平成19年 1 月 1 日 病院敷地内禁煙実施

4 月 1 日 院内保育所開設（研修センターＢ棟３階）

内科再編に伴う院内標榜（腫瘍・血液・感染症内科、内分泌・糖尿病内科、循環器内科、

消化器内科、呼吸器内科、腎臓・膠原病内科、神経内科･健康管理科）

移植相談室を移植医療室へ名称変更

腫瘍センター設置

5 月 23 日 血液浄化療法センター移設（本館２階１０床→西別館４階２１床）

29 日 PET-CT装置導入

7 月 2 日 治験拠点病院指定

10 月 9 日 脳神経・脳卒中センター設置

12 月 25 日 情報管理棟完成

平成20年 1 月 31 日 福岡県災害派遣医療チーム（福岡県ＤＭＡＴ）指定

2 月 8 日 地域がん診療連携拠点病院指定

4 月 1 日 患者に接する場合の呼称を変更（「様」→「さん」へ）

4 月 19 日 福岡都市高速５号線（堤〜野芥 間）開通

10 月 15 日 新診療棟着工

平成21年 1 月 1 日 第Ⅲ期統合医療情報システム稼働

8 月 1 日 感染性医療廃棄物容器改良（エコペールを導入）

8 月 5 日 電子カルテ稼働

平成22年 4 月 5 日 メディカルクラーク導入

平成23年 1 月 4 日 福岡大学病院新館開院

1 月 心血管アンギオグラフィシステム導入

2 月 26 日 福岡都市高速５号線（野芥〜福重 間）開通
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3 月 12 日 福岡県災害派遣医療チーム（福岡県DMAT）派遣（東日本大震災）

4 月 バイプレーンアンギオ装置更新

アンギオCT装置更新

6 月 1 日 テナント棟オープン

平成24年 4 月 3.0テスラMRI 装置造設

7 月 21 日 福岡都市高速５号線（環状線）開通

8 月 1 日 ハイケアユニット入院医療管理料（HCU）施設基準承認（４床）

11 月 5 日 公式web 全面リニューアル

12 月 1 日 福岡県自殺未遂者支援モデル事業受託開始

平成25年 3 月 29 日 救急告知病院指定

4 月 1 日 二次救急開始

4 月 20 日 本館リニューアル工事完了

平成26年 2 月 マルチスライスCT装置（320列）更新

1.5テスラMRI 装置更新

4 月 1 日 病理診断科標榜（標榜診療科28→29科へ）

急患診療部ACC（Acute Care Center）開始

地域医療連携室を地域医療連携センターとして設置

地域医療連携センター事務室を新設

医療安全管理事務室を医療安全・感染管理事務室に名称変更

6 月 27 日 福岡市救急病院協会入会

7 月 1 日 福岡市児童虐待防止医療ネットワーク事業拠点病院指定

10 月 1 日 救急科標榜（標榜診療科29→30科へ）

11 月 1 日 福岡市認知症疾患医療センター指定

11 月 13 日 ISO15189認定取得（臨床検査部）

平成27年 1 月 福岡県小児等在宅医療推進事業受託開始

3 月 マルチスライスCT装置（64列）増設

4 月 1 日 移植医療部を臓器移植医療センターへ名称変更

再生医療センターを設置

医療管理課を廃止

福岡・アジアロボティックスリサーチ＆HALリハビリセンター開設

DPC分析ベンチマークシステム（EVE)導入

7 月 手術支援ロボット（da Vinci Xi）導入

平成28年 1 月 1 日 第Ⅳ期統合医療情報システム稼働

3 月 1 日 急患診療部にトリアージナースを配置

3 月 25 日 福岡大学病院認定再生医療等委員会が九州厚生局より認定

4 月 15 日 福岡県災害派遣医療チーム（福岡県DMAT)派遣（熊本地震）

4 月 24 日 日本医師会災害派遣医療チーム（福岡県 JMAT)派遣（熊本地震）

6 月 国際医療戦略室開設

7 月 乳房X線撮影装置更新

10 月 1 日 認知症疾患医療センター設置

認知症ケアチーム、栄養サポートチーム、緩和ケアチームを診療支援組織として設置

平成29年 2 月 16 日 PETCT室拡張工事

4 月 1 日 地域医療連携センター業務専用車両運用開始

周術期管理センター設置

褥瘡対策室設置

遺伝医療室設置

7 月 6 日 朝倉豪雨災害の福岡県災害対策本部（県庁内）へ第一隊として福岡県災害派遣医療チーム

（福岡県DMAT）派遣

7 日 朝倉豪雨災害の被災地へ第二隊として福岡県災害派遣医療チーム（福岡県DMAT）派遣

9 月 1 日 外来有料駐車場にエレベーター設置
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平成30年 1 月 4 日 乗用車型ドクターカー「FMRC」の運用開始

1 月 29 日
小児慢性特定疾病児童等レスパイト支援事業受託（福岡県・福岡市・久留米市・北九州

市）

4 月 1 日 がんゲノム医療連携病院指定

ななくまのもり保育園開園

6 月 1 日 独立行政法人労働者健康安全機構福岡産業保健総合支援センターと協定し、

「治療と仕事の両立支援出張相談窓口」開設

7 月 13 日 高齢運転者の交通事故抑止に向け早良警察署からの協力要請式を実施

9 月 3D技術・４K技術搭載外科手術用内視鏡システム導入

10 月 土曜日外来休診開始

平成31年 1 月 心臓リハビリテーションセンター設置

摂食嚥下センター設置

平成31年 4 月 1 日 神経内科・健康管理科を脳神経内科へ、泌尿器科を腎泌尿器外科へ診療科名称変更

令和元年 5 月 13 日 本館1階に入退院支援センター設置

6 月 SPECT-CT設置

8 月 1 日 完全週休2日制導入

9 月 （財）日本医療機能評価機構 病院機能評価受審 Ver.2.0

がんゲノム医療開始

令和 2年 4 月 新型コロナウイルス感染症患者受け入れ開始

4 月 1 日 最先端ロボット手術センター設置

4 月 3 日 福岡県新型コロナウイルス感染症対策本部へDMAT隊員派遣開始

7 月 1 日 ECMOセンター開設

7 月 5 日 福岡県災害派遣医療チーム(福岡県DMAT)派遣(令和2年7月豪雨)

8 月 20 日 福岡県新型コロナウイルス感染症軽症者等宿泊療養施設へ医師派遣開始

10 月 14 日 福岡県新型コロナウイルス感染症重点医療機関指定

令和 3年 1 月 1 日 腫瘍センターを福岡大学がんセンターへ名称変更

1 月 21 日 ISO15189拡大認定取得（病理部）

4 月 1 日 炎症性腸疾患先進治療センターを設置

10 月 8 日 ECMOカー導入

10 月 12 日 新本館（仮称）着工

令和 4年 8 月 1 日 睡眠センター設置

令和 5年 2 月 14 日 JICA（独立行政法人国際協力機構）の国際緊急援助隊・医療チームの一員としてトルコ

共和国へ看護師派遣

4 月 1 日 子どものこころ診療センター設置

臨床検査部と輸血部を臨床検査・輸血部へ再編

8 月 4 日 開院50周年

令和 6年 1 月 1 日 第Ⅴ期総合医療情報システム稼働

1 月 16 日 福岡県災害派遣医療チーム(福岡県DMAT)派遣(令和6年1月能登半島地震)

4 月 1 日 総合診療部を総合診療科に名称変更

救急治療センター（ERセンター）設置

脊椎・脊髄センター設置

5 月 7 日 新本館開院

令和 7年 1 月 1 日 脳卒中センター設置
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歴代の病院長、副病院長、事務長、看護部長 
（2025（令和 7）年 3月 31 日現在） 

歴代の病院長     

 氏  名 期  間  
 樋 口 謙太郎 昭和 48. 08 . 01 ～ 昭和 50. 12 . 15  
 曽 田 豊 二 昭和 50. 12 . 16 ～ 昭和 54. 12 . 15  
 朝 長 正 道 昭和 54. 12 . 16 ～ 昭和 60. 11 . 30  
 志 村 秀 彦 昭和 60. 12 . 01 ～ 平成 01. 11 . 30  
 菊 池 昌 弘 平成 01. 12 . 01 ～ 平成 09. 10 .  3  
 大 島 健 司 平成 09. 10 . 04 ～ 平成 09. 11 . 30 病院長臨時代理 
 有 吉 朝 美 平成 09. 12 . 01 ～ 平成 13. 11 . 30  
 白 日 高 歩 平成 13. 12 . 01 ～ 平成 17. 11 . 30  
 瓦 林 達比古 平成 17. 12 . 01 ～ 平成 19. 11 . 30  
 内 藤 正 俊 平成 19. 12 . 01 ～ 平成 23. 11 . 30  
 山 下 裕 一 平成 23. 12 . 01 ～ 平成 25. 11 . 30  
 田 村 和 夫 平成 25. 12 . 01 ～ 平成 27. 11 . 30  

 井 上   亨 平成 27. 12 . 01 ～ 令和 01.11 . 30  
 岩 﨑 昭 憲 令和 01.12 . 01 ～ 令和 05.11 . 30  

 三 浦 伸一郎 令和 05.12 . 01 ～ 現在  
 

歴代の副病院長     

 氏  名 期  間  
 朝 長 正 道 昭和 50. 12 . 16 ～ 昭和 54. 12 . 15  
 奥 村   怐 昭和 54. 12 . 16 ～ 昭和 61. 05 . 31  
 荒 川 規矩男 昭和 61. 06 . 01 ～ 平成 01 . 11 . 30  
 浅 尾   學 平成 01. 12 . 01 ～ 平成 03 . 11 . 30  
 坂 本 公 孝 平成 03. 12 . 01 ～ 平成 05 . 11 . 30  
 大 島 健 司 平成 05. 12 . 01 ～ 平成 09 . 11 . 30  
 満 留 昭 久 平成 09. 12 . 01 ～ 平成 13. 11 . 30  
 田 村 和 夫 平成 13. 12 . 01 ～ 平成 17. 11 . 30  
 小 野 順 子 平成 15. 12 . 01 ～ 平成 17. 11 . 30  
 斉 藤 喬 雄 平成 17. 12 . 01 ～ 平成 19. 11 . 30  
 朔   啓二郎 平成 17. 12 . 01 ～ 平成 19. 11 . 30  
 山 下 裕 一 平成 19. 12 . 01 ～ 平成 21. 11 . 30  
 向 坂 彰太郎 平成 19. 12 . 01 ～ 平成 23. 11 . 30  
 大慈弥 裕 之 平成 21. 12 . 01 ～ 平成 23. 11 . 30  
 比 嘉 和 夫 平成 19. 12 . 01 ～ 平成 23. 11 . 30  
 井 上   亨 平成 23. 12 . 01 ～ 平成 25. 11 . 30  
 田 中 正 利 平成 23. 12 . 01 ～ 平成 25. 11 . 30  
 渡 辺 憲太朗 平成 23. 12 . 01 ～ 平成 25. 11 . 30  
 大慈弥 裕 之 平成 25. 12 . 01 ～ 平成 27. 11 . 30  
 中 川 尚 志 平成 25. 12 . 01 ～ 平成 27. 11 . 30  
 中 島   衡 平成 25. 12 . 01 ～ 平成 27. 11 . 30  
 石 倉 宏 恭 平成 27. 12 . 01 ～ 平成 29. 11 . 30  
 坪 井 義 夫 平成 27. 12 . 01 ～ 令和 01. 11 . 30  
 吉 満 研 吾 平成 27. 12 . 01 ～ 令和 01. 11 . 30  
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 氏  名 期  間  
 宮 本 新 吾 平成 29. 12 . 01 ～ 令和 01.11 . 30  
 鍋 島 茂 樹 令和 01.12 . 01 ～ 令和 03. 11 . 30  
 中 川 朋 子 平成 25. 12 . 01 ～ 令和 04. 03 . 31  
 藤 田 昌 樹 令和 01.12 . 01 ～ 令和 05.11 . 30  
 和 田 秀 一 令和 03. 12 . 01 ～ 令和 05.11 . 30  
 小 川 正 浩 令和 03. 12 . 01 ～ 令和 05.11 . 30  
 長谷川   傑 令和 01.12 . 01 ～ 現在  
 甲 斐 純 美 令和 04. 04. 01 ～ 現在  
 平 井 郁 仁 令和 05.12 . 01 ～ 現在  
 秋 吉 浩三郎 令和 05.12 . 01 ～ 現在  

 
歴代の事務長     

 氏  名 期  間  
 安河内   醇 昭和 48. 08 . 01 ～ 昭和 50. 03 . 31  
 衛 藤   司 昭和 50. 04 . 01 ～ 昭和 54. 04 . 30  
 中 島 俊 彦 昭和 54. 05 . 01 ～ 昭和 57. 06 . 30  
 内 田 信 夫 昭和 57. 07 . 01 ～ 昭和 62. 02 . 28  
 平 田 元 祐 昭和 62. 03 . 01 ～ 平成 05. 03 . 31  
 白 水 千 里 平成 05. 04 . 01 ～ 平成 07. 11 . 30  
 楢 崎 洋二郎 平成 07. 12 . 01 ～ 平成 09. 03 . 31  
 小 柳   巌 平成 09. 04 . 01 ～ 平成 14. 03 . 31  
 福 田   健 平成 14. 04 . 01 ～ 平成 20. 03 . 31  
 江 崎 和 雄 平成 20. 04 . 01 ～ 平成 25. 03 . 31  
 奥 薗 邦 広 平成 25. 04 . 01 ～ 平成 28. 03 . 31  
 菊 地 光 男 平成 28. 04 . 01 ～ 平成 29. 03 . 31  
 立 花 時 弘 平成 29. 04 . 01 ～ 令和 02. 03 . 31  
 岳   弘 司 令和 02. 04 . 01 ～ 令和 04. 03 . 31  
 川 野   耕 令和 04. 04 . 01 ～ 現在  

 
歴代の看護部長     

 氏  名 期  間  
 吉 岡 ハツ子 昭和 48. 08 . 01 ～ 昭和 55. 03 . 31  
 冨 澤 美代子 昭和 55. 04 . 01 ～ 平成 01. 03 . 31  
 星 加 幸 子 平成 01. 04 . 01 ～ 平成 08. 03 . 31  
 金 子 純 子 平成 08. 04 . 01 ～ 平成 10. 03 . 31  
 谷   泰 子 平成 10. 04 . 01 ～ 平成 20. 03 . 31  
 坂 本 眞 美 平成 20. 04 . 01 ～ 平成 24. 03 . 31  
 中 川 朋 子 平成 24. 04 . 01 ～ 令和 04. 03 . 31  
 甲 斐 純 美 令和 04. 04. 01 ～ 現在  
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施 設 の 概 況

(1）許可病床数 （2025（令和 7）年 3月 31 日現在）

区 分 病床数 病棟数 看護師の配置基準

一 般 731 床 23 7 対 1

療 養 ― ― ―

精 神 40 床 1 13 対 1

結 核 ― ― ―

感染症 ― ― ―

計 771 床 24 ―

区 分 病室数（病床数）

個 室 185 室(185 床)

2 人室 19 室(38 床)

3 人室 0室(0 床)

4 人室 119 室(476 床)

5 人以上 6室(72 床)

計 329 室(771 床)

(2）診療各科およびその他部門 （2025（令和 7）年 3月 31 日現在）

○内 科

・腫瘍・血液・感染症内科

・内分泌・糖尿病内科

・循環器内科

・消化器内科

・呼吸器内科

・腎臓・膠原病内科

・脳神経内科

○精神神経科

○小児科

○外 科

・消化器外科

・呼吸器・乳腺内分泌・小児外科

○整形外科

○形成外科

○脳神経外科

○心臓血管外科

○皮膚科

○腎泌尿器外科

○産婦人科

○眼科

○耳鼻咽喉科

○放射線科

○麻酔科

○歯科口腔外科

○総合診療科

○病理部

○臨床検査・輸血部

○内視鏡部

○放射線部

・第一（放射線診断部門）

・第二（放射線治療・

核医学診療部門）

○手術部

○栄養部

○リハビリテーション部

○血液浄化療法センター

○医療情報部

○救命救急センター

○総合周産期母子医療センター

○臓器移植医療センター

○看護部

○薬剤部

○臨床研究支援センター

○卒後臨床研修センター

○臨床工学センター

○地域医療連携センター

○医療安全管理部

○感染制御部

○がんセンター

○再生医療センター

○認知症疾患医療センター

○入退院支援センター

○心臓リハビリテーションセンター

○摂食嚥下センター

○最先端ロボット手術センター

○炎症性腸疾患先進治療センター

○睡眠センター

○救急治療センター

○脳卒中センター

○遺伝医療室

○褥瘡対策室

○事務部

(3）定例会議 （2025（令和 7）年 3月 31 日現在）

○診療部長会医局長会合同会議 〇執行部会

(4）各種委員会 （2025（令和 7）年 3月 31 日現在）

管理運営

○衛生委員会

○病院教授選考委員会

○診療各部部長選出委員会

○防火・防災管理委員会

○医療廃棄物管理委員会

○認定再生医療等委員会

○医療ガス安全管理委員会

○個人情報保護委員会

○ボランティア委員会

○業務連携検討委員会

○評価委員会

○職員倫理委員会

○患者サービス向上委員会

○医療倫理委員会

○行動制限最小化委員会

○メディカルクラーク委員会

○経営戦略室会議

○委託業務等業者検討委員会

○予算委員会

○医療材料委員会

○大型医療機器選考委員会

○大型情報機器選考委員会

○保険委員会

○エイズ診療対策委員会

○褥瘡対策委員会

○DPC委員会

○病床管理委員会

○クリニカルパス委員会

○職員教育・研修検討委員会

○福岡大学病院特定行為看護業務管理委員会

○子ども虐待対策委員会

診療各科・各部

○臨床検査部委員会

○臨床検査部運営委員会

○輸血療法委員会

○輸血療法監査委員会

○内視鏡部業務委員会

○放射線安全委員会

○放射線診断部運営委員会

○放射線治療部運営委員会

○九電玄海原発放射線被災者診療委員会

○特定放射性同位元素防護委員会

○フィルム管理委員会

○手術部委員会

○手術部業務委員会

○外科系集中治療室(ICU)運営委員会

○栄養管理委員会

○NST委員会

○NST運営委員会

○リハビリテーション部委員会

○血液浄化療法センター運営委員会

○血液浄化療法センター連絡会

○透析機器安全管理委員会

○医療情報部委員会

○診療記録開示検討委員会

○統合医療情報システム委員会
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○病院年報編集委員会

○公式ホームページ検討委員会

○救命救急センター委員会

○救命救急センター業務委員会

○総合周産期母子医療センター委員会

○総合周産期母子医療センター業務委員会

○看護師長会

○薬事委員会

○医薬品副作用小委員会

○臨床研究支援センター運営委員会

○治験審査委員会

○卒後臨床研修センター運営委員会

○福岡大学臨床研修病院群研修管理委員会

○歯科医師臨床研修管理委員会

○臨床研修医指導責任者委員会

○外国医師等臨床修練委員会

○臨床工学センター業務委員会

○地域医療連携運営委員会

○医療安全管理委員会

○医療安全管理部小委員会

○事故対策委員会

○事故調査委員会

○セーフティマネジャー会

○医療安全カンファレンス

○事例検討会

○インフォームドコンセントに関する委員会

○インフォームドコンセント小委員会

○死亡事例検討会議

○医療機器安全監査委員会

○医療機器安全管理委員会

○先進医療及び高度医療審査・評価委員会

○感染対策委員会

○感染制御部会議

○がんセンター委員会

○化学療法委員会

○化学療法プロトコール審査委員会

○がん地域医療支援部門運営委員会

○がん相談支援部門運営委員会

○院内がん登録委員会

○認知症疾患医療センター運営委員会

○遺伝医療室運営委員会

○褥瘡対策運営委員会

○業務改善検討委員会

(5）施設基準等届出事項一覧 （2025（令和 7）年 3月 31 日現在)

№ 区分 区分番号 届出事項
届 出 状 況

受理番号 算定開始年月日

【基本診療料の施設基準】

1 初・再診料 A000 情報通信機器を用いた診療 （情報通信） 第 99 号 令和�年�月�日

2 初・再診料
A000 注 15・

A001 注 19
医療情報取得加算 令和�年�月�日

3 初・再診料 A000 注 16 医療 DX推進体制整備加算 （医療DX） 第 556 号 令和�年�月�日

4 入院基本料 A104
特定機能病院入院基本料（一般病棟 7対 1 入院基本料）（入院栄養

管理体制加算）
（特定入院） 第 7号 平成31年�月�日

5 入院基本料 A104 特定機能病院入院基本料（精神病棟 13 対 1 入院基本料） （特定入院） 第 8号 平成25年�月�日

6 入院基本料等加算 A204-2 臨床研修病院入院診療加算 （臨床研修） 第 15 号 平成18年�月�日

7 入院基本料等加算 A205 救急医療管理加算 （救急加算） 第 248 号 平成25年�月�日

8 入院基本料等加算 A205-2 超急性期脳卒中加算 （超急性期） 第 19 号 平成20年�月�日

9 入院基本料等加算 A205-3 妊産婦緊急搬送入院加算 （妊産婦） 第 13 号 平成20年�月�日

10 入院基本料等加算 A207 診療録管理体制加算 2 （診療録１） 第 101 号 平成28年�月�日

11 入院基本料等加算 A207-2 医師事務作業補助体制加算 1（20 対 1） （事補 1） 第 174 号 令和�年�月�日

12 入院基本料等加算 A207-3

急性期看護補助体制加算（25 対 1(5 割以上)）

（夜間 100 対 1 急性期看護補助体制加算）

（看護補助体制充実加算）

（急性看補） 第 112 号 令和�年�月�日

13 入院基本料等加算 A207-4 看護職員夜間 12 対 1 配置加算 1 （看夜配） 第 115 号 平成28年�月�日

14 入院基本料等加算 A214 看護補助加算 2（50 対 1）（看護補助体制充実加算） （看補） 第 122088 号 平成25年�月�日

15 入院基本料等加算 A219 療養環境加算 （療） 第 123 号 平成29年�月�日

16 入院基本料等加算 A221 重症者等療養環境特別加算 （重） 第 94 号 平成29年�月�日

17 入院基本料等加算 A224 無菌治療室管理加算 1 （無菌１） 第 22 号 令和�年11月�日

18 入院基本料等加算 A224 無菌治療室管理加算 2 （無菌２） 第 19 号 平成24年�月�日

19 入院基本料等加算 A226-2 緩和ケア診療加算 （緩診） 第 13 号 平成22年�月�日

20 入院基本料等加算 A230-3 精神科身体合併症管理加算 （精合併加算）第 21 号 平成20年�月�日

21 入院基本料等加算 A230-4 精神科リエゾンチーム加算 （精リエ） 第 5号 平成28年10月�日

22 入院基本料等加算 A231-4 摂食障害入院医療管理加算 （摂食障害） 第 9号 令和�年�月�日

23 入院基本料等加算 A232 がん診療連携拠点病院加算 （がん拠点） 第 10 号 平成20年�月�日

24 入院基本料等加算 A233-2 栄養サポートチーム加算 （栄養チ） 第 56 号 平成24年10月�日

25 入院基本料等加算 A234 医療安全対策加算 1 （医療安全１）第 105 号 平成20年�月�日

26 入院基本料等加算 A234-2 感染対策向上加算 1（指導強化加算）（抗菌薬適正使用体制加算） （感染防止１）第 15 号 令和�年�月�日

27 入院基本料等加算 A234-3 患者サポート体制充実加算 （患サポ） 第 122 号 平成24年�月�日

28 入院基本料等加算 A234-4 重症患者初期支援充実加算 （重症初期） 第 19 号 令和�年�月�日

29 入院基本料等加算 A236 褥瘡ハイリスク患者ケア加算 （褥瘡ケア） 第 1号 平成18年�月�日

30 入院基本料等加算 A236-2 ハイリスク妊娠管理加算 （ハイ妊娠） 第 12 号 平成21年�月�日

31 入院基本料等加算 A237 ハイリスク分)管理加算 （ハイ分)） 第 32 号 平成21年�月�日

32 入院基本料等加算 A240 総合評価加算 （総合評価） 第 260 号 平成28年�月�日

33 入院基本料等加算 A242-2 術後�痛管理チーム加算 （術後�痛） 第 2号 令和�年	月�日

34 入院基本料等加算 A243 後発医薬品使用体制加算１ （後発使１） 第 153 号 平成30年	月�日

35 入院基本料等加算 A243-2 バイオ後続品使用体制加算 （バ後使） 第 13 号 令和�年�月�日
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№ 区分 区分番号 届出事項
届 出 状 況

受理番号 算定開始年月日

36 入院基本料等加算 A244 病棟薬剤業務実施加算 1（薬剤業務向上加算） （病棟薬１） 第 181 号 令和�年�月�日

37 入院基本料等加算 A244 病棟薬剤業務実施加算 2 （病棟薬２） 第 36 号 令和�年�月�日

38 入院基本料等加算 A245 データ提出加算 2 （データ提） 第 68 号 平成24年10月�日

39 入院基本料等加算 A246
入退院支援加算 1、3（地域連携診療計画加算、入院時支

援加算、総合機能評価加算）
（入退支） 第 187 号 令和元年�月�日

40 入院基本料等加算 A247 認知症ケア加算 1 （認ケア） 第 66 号 平成28年10月�日

41 入院基本料等加算 A247-2 せん妄ハイリスク患者ケア加算 （せん妄ケア） 第 97 号 令和�年�月�日

42 入院基本料等加算 A248 精神疾患診療体制加算 （精疾診） 第 12 号 平成28年�月�日

43 入院基本料等加算 A249 精神科急性期医師配置加算 （精急医配） 第 35 号 平成28年11月�日

44 入院基本料等加算 A251 排尿自立支援加算 （排自支） 第 22 号 平成30年�月�日

45 入院基本料等加算 A252 地域医療体制確保加算 （地医確保） 第 11 号 令和�年�月�日

46 特定入院料 A300
救命救急入院料 1（救急体制充実加算 2、小児加算あり）

【HCU（救命救急センターBユニット）】
（救１） 第 4号 平成27年�月�日

47 特定入院料 A300
特定集中治療室管理料 2（小児加算あり）【EICU】

（算定上限日数に関する基準、早期栄養介入管理加算）
（集 2） 第 6号 令和�年�月�日

48 特定入院料 A301
特定集中治療室管理料 1（小児加算、早期離床・リハビ

リテーション加算）【GICU（旧：SICU）】
（集１） 第 7号 令和元年10月�日

49 特定入院料 A301

特定集中治療室管理料 5（早期離床・リハビリテーショ

ン加算あり）【CCU】

（算定上限日数に関する基準、小児加算、早期栄養介入

管理加算）

（集 5） 第 8号 令和�年�月�日

50 特定入院料 A301-3
脳卒中ケアユニット入院医療管理料（早期栄養介入管

理加算）【SCU】
（脳卒中ケア） 第 20 号 令和�年�月�日

51 特定入院料 A303

総合周産期特定集中治療室管理料

・母体・胎児集中治療室管理料（成育連携支援加算）

【MFICU】

・新生児集中治療室管理料【NICU】

（周） 第 1号 平成27年�月�日

52 特定入院料 A303-2 新生児治療回復室入院医療管理料【GCU】 （新回復） 第 5号 平成23年�月�日

53 特定入院料 A307

小児入院医療管理料 1（注 2プレイルーム加算あり）

（養育支援体制加算、時間外受入体制強化加算１）

【新館 5階小児医療センター】

（小入１） 第 6号 平成23年�月�日

54 入院基本料等加算 A500 看護職員処遇改善評価料(68) （看処遇 68） 第 2号 令和�年10月�日

【特掲診療料の施設基準】

55 医学管理等 B001・9・注 3
外来栄養食事指導料 注 3（がん専門管理栄養士が栄養

指導を行う場合）
（がん専栄） 第 5号 令和�年�月�日

56 医学管理等 B001・12・注 4
植込型除細動器移行期加算（※心臓ペースメーカー指

導管理料の加算）
（植込移） 第 2号 平成26年�月�日

57 医学管理等 B001・12・注 5
遠隔モニタリング加算（※注 5 心臓ペースメーカー指

導管理料の加算）
（遠隔ぺ） 第 29 号 令和�年�月�日

58 医学管理等 B001・14 高度難聴指導管理料 （高） 第 72 号 平成�年�月�日

59 医学管理等 B001・20 糖尿病合併症管理料 （糖管） 第 19 号 平成20年�月�日

60 医学管理等 B001・22 がん性�痛緩和指導管理料 （がん�） 第 109 号 平成22年�月�日

61 医学管理等 B001・22・注 2 難治性がん性�痛緩和指導管理加算 （難がん�） 第 4号 令和�年�月�日

62 医学管理等 B001・23 がん患者指導料イ （がん指イ） 第 15 号 平成22年�月�日

63 医学管理等 B001・23 がん患者指導料ロ （がん指ロ） 第 15 号 平成26年�月�日

64 医学管理等 B001・23 がん患者指導料ハ （がん指ハ） 第 27 号 平成27年�月�日

65 医学管理等 B001・23 がん患者指導料ニ （がん指ニ） 第 13 号 令和�年�月�日

66 医学管理等 B001・24 外来緩和ケア管理料 （外援） 第 7号 平成24年�月�日

67 医学管理等 B001・25 移植後患者指導管理料（臓器移植後） （移植管臓） 第 8号 平成24年�月�日

68 医学管理等 B001・27 糖尿病透析予防指導管理料 （糖防管） 第 71 号 平成24年�月�日

69 医学管理等 B001・28 小児運動器疾患指導管理料 （小運指管） 第 58 号 令和�年�月�日

70 医学管理等 B001・29 乳腺炎重症化予防ケア・指導料 （乳腺ケア） 第 10 号 平成30年�月�日

71 医学管理等 B001・30 婦人科特定疾患治療管理料 （婦得管） 第 143 号 令和�年�月�日

72 医学管理等 B001・31 腎代替療法指導管理料 （腎代替管） 第 11 号 令和�年�月�日

73 医学管理等 B001・34 二次性骨折予防継続管理料１ （二骨管１） 第 9号 令和�年�月�日

74 医学管理等 B001・34 二次性骨折予防継続管理料３ （二骨継３） 第 198 号 令和	年�月�日

75 医学管理等 B001・36 下肢創傷処置管理料 （下創管） 第 5号 令和�年�月�日

76 医学管理等 B001・37 慢性腎臓病透析予防指導管理料 （腎防管） 第 9号 令和�年�月�日

77 医学管理等 B001-2-8 外来放射線照射診療料 （放射診） 第 16 号 平成24年
月�日

78 医学管理等 B001-2-12 外来腫瘍化学療法診療料 1 （外化診 1） 第 18 号 令和�年�月�日
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№ 区分 区分番号 届出事項
届 出 状 況

受理番号 算定開始年月日

79 医学管理等 B001-2-12・注 8 外来腫瘍化学療法診療料 1（連携充実加算） （外化連） 第 17 号 令和�年�月�日

80 医学管理等 B001-2-12・注 9 外来腫瘍化学療法診療料 1（がん薬物療法体制充実加算） （外化薬） 第 10 号 令和�年�月�日

81 医学管理等 B001-3-2 ニコチン依存症管理料 （ニコ） 第 196 号 平成29年�月�日

82 医学管理等 B001-9・注 3 療養・就労両立支援指導料の注 3に規定する相談支援加算 （両立支援） 第 12 号 平成30年�月�日

83 医学管理等 B005-10 ハイリスク妊産婦連携指導料１ （ハイ妊連１） 第 10 号 平成30年�月�日

84 医学管理等 B005-10-2 ハイリスク妊産婦連携指導料２ （ハイ妊連２） 第 6号 平成30年�月�日

85 医学管理等 B005-6 がん治療連携計画策定料 （がん計） 第 12 号 平成30年�月�日

86 医学管理等 B005-6-3 がん治療連携管理料 （がん管） 第 11 号 平成24年�月�日

87 医学管理等 B005-7 認知症専門診断管理料 （認知診） 第 19 号 平成26年11月�日

88 医学管理等 B005-8 肝炎インターフェロン治療計画料 （肝炎） 第 44 号 平成22年�月�日

89 医学管理等 B005-9 外来排尿自立指導料 （排自） 第 22 号 平成30年�月�日

90 医学管理等 B005-14
プロブラム医療機器等指導管理料（高血圧症治療補助

アプリを用いる場合）
（プログラム） 第 30 号 令和�年�月�日

91 医学管理等 B008 薬剤管理指導料 （薬） 第 13 号 平成22年�月�日

92 医学管理等 B011-4 医療機器安全管理料１ （機安１） 第 37 号 平成20年�月�日

93 医学管理等 B011-4 医療機器安全管理料２ （機安２） 第 11 号 平成20年�月�日

94 在宅医療 C004-2 救急患者連携搬送料 （救患搬） 第 7号 令和�年�月�日

95 在宅医療 C005、C005-1-2 在宅患者訪問看護・指導料及び同一建物住居者訪問看護・指導料 （在看） 第 50 号 令和元年�月�日

96 在宅医療 C102-2 在宅血液透析指導管理料 （在血液） 第 10 号 令和元年11月�日

97 在宅医療 C107-2・注 2
在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料の注２に掲げる遠隔

モニタリング加算
（遠隔持陽） 第 86 号 平成30年�月�日

98 在宅医療 C118 在宅腫瘍治療電場療法指導管理料 （在電場） 第 5号 平成30年12月�日

99 在宅医療 C119 在宅経肛門的自己洗腸指導管理料 （在洗腸） 第 2号 平成30年�月�日

100 在宅医療、検査 C152-2、D231-2 持続血糖測定器加算及び皮下連続式グルコース測定 （持血測） 第 3号 平成26年�月�日

101 在宅医療 C152-2
持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動する

持続血糖測定器を用いる場合）
（持血糖 1） 第 3号 令和�年�月�日

102 在宅医療 C152-2
持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動しない

持続血糖測定器を用いる場合）
（持血糖 2） 第 11 号 令和�年�月�日

103 検査 D006-13 骨髄微小残存病変量測定 （骨残測） 第 1号 平成30年�月�日

104 検査 D006-2 造血器腫瘍遺伝子検査 （血） 第 33 号 平成20年�月�日

105 検査 D006-4 遺伝学的検査 （遺伝検） 第 6号 平成28年�月�日

106 検査 D012-61 抗アデノ随伴ウイルス 9型（AAV9)抗体 （AAV9) 第 3 号 令和�年�月�日

107 検査 D006-18 BRCA 1/2 遺伝子検査 （BRCA） 第 15 号 令和�年�月�日

108 検査 D006-19 がんゲノムプロファイリング検査 （がんプロ） 第 7号 令和�年�月�日

109 検査 Ｄ 010 8 先天性代謝異常症検査 （先代異） 第 10 号 令和�年�月�日

110 検査
D014-44、

D014-45

抗 HLA抗体（スクリーニング検査）及び抗HLA抗体

（抗体特異性同定検査）
（抗HLA） 第 2号 平成30年�月�日

111 検査 D023・7 HPV核酸検出及びHPV核酸検出（簡易ジェノタイプ判定） （HPV） 第 77 号 平成26年�月�日

112 検査 D023・17 ウイルス・細菌核酸多項目同時検出 （ウ細多同） 第 6号 令和�年�月�日

113 検査 D023・24 ウイルス・細菌核酸多項目同時検出（髄液） （ウ細多髄） 第 3号 令和�年�月�日

114 検査 D026・注 3 検体検査管理加算（Ⅳ） （検Ⅳ） 第 20 号 平成22年�月�日

115 検査 D026・注 4 国際標準検査管理加算 （国標） 第 3号 平成28年�月�日

116 検査 D026・注 5 遺伝カウンセリング加算 （遺伝カ） 第 9号 平成26年�月�日

117 検査 D026・注 7 遺伝性腫瘍カウンセリング加算 （遺伝腫カ） 第 6号 令和2年�月�日

118 検査 D210-3 植込型心電図検査 （埋心電） 第 22 号 平成22年�月�日

119 検査 D211-3 時間内歩行試験及びシャトルウォーキングテスト （歩行） 第 49 号 平成24年�月�日

120 検査 D215・3・二 胎児心エコー法 （胎心エコ） 第 10 号 平成22年�月�日

121 検査 D225-4 ヘッドアップティルト試験 （ヘッド） 第 35 号 平成24年�月�日

122 検査、処置 D231、J043-6 人工膵臓検査、人工膵臓療法 （人膵） 第 9号 平成29年�月�日

123 検査 D235-2 長期継続頭蓋内脳波検査 （長） 第 21 号 平成30年�月�日

124 検査 D235-3 長期脳波ビデオ同時記録検査 1 （脳ビ） 第 1号 平成30年�月�日

125 検査 D237
終夜睡眠ポリグラフィー（1 及び 2 以外の場合 安全精度管理下

で行うもの）
（終夜睡安） 第 2号 令和�年�月�日

126 検査 D238 脳波検査判断料 1 （脳判） 第 5号 平成30年�月�日

127 検査 D239 単線維筋電図 （単筋電） 第 3号 令和�年�月�日

128 検査 D239-3 神経学的検査 （神経） 第 30 号 令和元年11月�日

129 検査 D244-2 補聴器適合検査 （補聴） 第 4号 平成12年�月�日

130 検査 D270-2 ロービジョン検査判断料 （ロー検） 第 46 号 令和�年�月�日

131 検査 D282-3 コンタクトレンズ検査料１ （コン１） 第 368 号 平成29年�月�日
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№ 区分 区分番号 届出事項
届 出 状 況

受理番号 算定開始年月日

132 検査 D291-2 小児食物アレルギー負荷検査 （小検） 第 5号 平成18年�月�日

133 検査 D291-3 内服・点滴誘発試験 （誘発） 第 14 号 平成22年�月�日

134 検査 D415・注 2 CT透視下気管支鏡検査加算 （Ｃ気鏡） 第 12 号 平成27年�月�日

135 検査 D415-5 経気管支凍結生検法 （経気凍） 第 4号 令和�年�月�日

136 検査 D412-3 経頸静脈的肝生検 （肝生検） 第 1号 令和�年�月�日

137 画像診断 E101-2 ポジトロン断層撮影 （ポ断） 第 10 号 平成22年�月�日

138 画像診断 E101-2 5 ロ
ポジトロン断層撮影（アミロイド PETイメージング剤を

用いた場合（イ以外の場合）
（ポ断 P） 第 3号 令和�年�月�日

139 画像診断 E101-3 ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影 （ポ断コ複） 第 10 号 平成22年�月�日

140 画像診断 E101-3 4 ロ
ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影（アミロイド

PETイメージング剤を用いた場合（イ以外の場合）
（ポ断コ複 P） 第 3号 令和�年�月�日

141 画像診断 E200 冠動脈 CT撮影加算 （冠動Ｃ） 第 10 号 平成27年�月�日

142 画像診断 E200 外傷全身 CT加算 （外傷Ｃ） 第 4号 平成27年�月�日

143 画像診断 E200 心臓MRI 撮影加算 （心臓Ｍ） 第 14 号 平成27年�月�日

144 画像診断 E200、E202 CT撮影及びMRI 撮影 （Ｃ・Ｍ） 第 580 号 平成27年�月�日

145 画像診断 E202 肝エラストグラフィ加算 （肝エラ） 第 1号 令和�年�月�日

146 画像診断 Ｅ 200-2 血流予備量比コンピューター断層撮影 （血予備断） 第 3号 令和�年�月�日

147 画像診断 E202・注 5 乳房MRI 撮影加算 （乳房Ｍ） 第 34 号 令和�年�月�日

148 画像診断 E202・注 7 小児鎮静下MRI 撮影加算 （小児Ｍ） 第 13 号 平成30年�月�日

149 画像診断 E202・注 8 頭部MRI 撮影加算 （頭部Ｍ） 第 2号 平成30年�月�日

150 画像診断
取扱い通知

第 35 の 3
大腸 CT撮影加算 （大腸Ｃ） 第 42 号 平成24年�月�日

151 画像診断 E通則 画像診断管理加算 4 （画３） 第 2号 令和元年11月�日

152 画像診断 E通則 遠隔画像診断 （遠画） 第 13 号 令和�年�月�日

153 投薬
F100・注 7、

F400・注 5
抗悪性腫瘍剤処方管理加算 （抗悪処方） 第 40 号 平成22年�月�日

154 注射 G020 無菌製剤処理料 （菌） 第 115 号 平成20年�月�日

155 注射 G通則 6 外来化学療法加算１ （外化１） 第 120 号 平成20年�月�日

156 注射 G通則 7 連携充実加算 （外化連） 第 17 号 令和�年�月�日

157 リハビリテーション H000 心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ）【初期加算含む】 （心Ⅰ） 第 60 号 平成24年�月�日

158 リハビリテーション H001 脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）【初期加算含む】 （脳Ⅰ） 第 50 号 平成24年�月�日

159 リハビリテーション H002 運動器リハビリテーション料（Ⅰ）【初期加算含む】 （運Ⅰ） 第 193 号 平成24年�月�日

160 リハビリテーション H002
運動器リハビリテーション料（Ⅱ）【同基準Ⅰの届出をもって

代えることができる】
（運Ⅱ） 第 171 号 平成18年�月�日

161 リハビリテーション H003 呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）【初期加算含む】 （呼Ⅰ） 第 70 号 平成24年�月�日

162 リハビリテーション H007-2 がん患者リハビリテーション料（Ⅰ） （がんリハ） 第 16 号 平成23年�月�日

163 リハビリテーション H007-4 リンパ浮腫複合的治療料 （リン複） 第 2号 平成28年12月�日

164 精神科専門療法 I002-3 救急患者精神科継続支援料 （急精支） 第 2号 平成28年11月�日

165 精神科専門療法 I003-2 認知療法・認知行動療法１ （認１） 第 31 号 平成30年�月�日

166 精神科専門療法 I007 精神科作業療法 （精） 第 2号 昭和49年�月�日

167 精神科専門療法 I008-2 精神科ショート・ケア「大規模なもの」 （ショ大） 第 63 号 平成24年�月�日

168 精神科専門療法 I009 精神科デイ・ケア「大規模なもの」 （デ大） 第 2号 昭和52年12月�日

169 精神科専門療法 I013・2
抗精神病特定薬剤治療指導管理料（治療抵抗性統合失調

症治療指導管理料）
（抗治療） 第 3号 平成24年�月�日

170 精神科専門療法 I014 医療保護入院等診療料 （医療保護） 第 67 号 平成16年�月�日

171 処置 J001-10 静脈圧迫処置（慢性静脈不全に対するもの） （静圧） 第 12 号 令和�年�月�日

172 処置 J038 人工腎臓（慢性維持透析を行った場合１） （人工腎臓） 第 107 号 平成30年�月�日

173 処置 J007-2 硬膜外自家血注入 （血入） 第 18 号 令和�年11月�日

174 処置 J038・注 10 下肢末梢動脈疾患指導管理加算 （肢梢） 第 110 号 平成28年�月�日

175 処置 J038・注 2 導入期加算３ （導入３） 第 3号 令和�年12月�日

176 処置 J038･注 9 透析液水質確保加算 （透析水） 第 208 号 令和�年�月�日

177 処置 J038･注 13 慢性維持透析濾過加算 （透析水） 第 208 号 令和�年�月�日

178 処置 J039 LDL アフェレシス療法における血漿交換療法 （難重尿） 第 5号 令和�年10月�日

179 処置 J039 移植後抗体関連拒絶反応における血漿交換療法 （移後拒） 第 1号 令和�年�月�日

180 処置 J043-3 注 4 ストーマ合併症加算 （スト合） 第 9号 令和�年�月�日

181 処置 J045-2・1 一酸化窒素吸入療法 （ＮＯ） 第 10 号 平成22年�月�日

182 処置 J047-3 心不全に対する遠赤外線温熱療法 （心遠温） 第 1号 令和�年�月�日

183 処置 J118-4 歩行運動処置（ロボットスーツによるもの） （歩行ロボ） 第 1号 平成28年10月�日

184 手術 K007・注 センチネルリンパ節加算 （セ節） 第 5号 平成22年�月�日
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№ 区分 区分番号 届出事項
届 出 状 況

受理番号 算定開始年月日

185 手術 K019-2 自家脂肪注入 （自脂注） 第 2号 令和�年�月�日

186 手術 K022・1 組織拡張器による再建術（乳房（再建時手術）の場合に限る。） （組再乳） 第 6号 平成25年10月�日

187 手術 K031
四肢・躯幹軟部悪性腫瘍手術及び骨悪性腫瘍手術の注に

規定する処理骨再建加算
（処骨） 第 3号 令和�年�月�日

188 手術 K059・4 骨移植術（軟骨移植術を含む。）（自家培養軟骨移植術に限る。） （自家） 第 3号 平成25年10月24日

189 手術 K082-7 人工股関節置換術（手術支援装置を用いるもの） （人関支） 第 2号 令和�年�月�日

190 手術 K133-2 後縦�帯骨化症手術（前方進入によるもの） （後縦骨） 第 1号 平成30年�月�日

191 手術 K134-4 椎間板内酵素注入療法 （椎酵注） 第 25 号 令和�年�月�日

192 手術 K147-3 緊急�頭血腫除去術 （緊�除） 第 3号 令和�年�月�日

193 手術 K169-2 内視鏡的下脳腫瘍生検 （内脳腫） 第 3号 令和�年�月�日

194 手術 K169-3 内視鏡的下脳腫瘍摘出術 （内脳腫） 第 3号 令和�年�月�日

195 手術 K180・3 頭蓋骨形成手術（骨移動を伴うものに限る） （頭移） 第 2号 平成20年�月�日

196 手術 K181、K181-2 脳刺激装置植込術及び脳刺激装置交換術 （脳刺） 第 24 号 平成14年�月�日

197 手術 K181-6・2・ロ
頭蓋内電極植込術（脳深部電極によるもの（7本以上の

電極による場合）に限る。）
（頭深電） 第 1号 令和�年12月�日

198 手術 K188-3 癒着性脊髄くも膜炎手術（脊髄くも膜剥離操作を行うもの） （癒脊膜） 第 6号 令和�年�月�日

199 手術 K190、K190-2 脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術 （脊刺） 第 12 号 平成14年�月�日

200 手術 K190、K190-2 脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術 （脊刺） 第 12 号 平成14年�月�日

201 手術 K259・注 2 角膜移植術・内皮移植加算 （内移） 第 4号 令和�年�月�日

202 手術 K260-2 羊膜移植術（学会認定施設書の提出の必要性） （羊膜移） 第 2号 平成26年�月�日

203 手術 K268-2
緑内障手術（流出路再建術）

イ 眼内法 ロ その他のもの
（緑内眼ド） 第 15 号 令和�年�月�日

204 手術 K268・5
緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術（プレー

トのあるもの））
（緑内イ） 第 6号 平成26年�月�日

205 手術 K268-6 緑内障手術（水晶体再建術併用眼内ドレーン挿入術） （緑内ド） 第 15 号 平成30年�月�日

206 手術 K268-7 緑内障手術（濾過胞再建術（needle 法） （緑内 ne） 第 38 号 令和�年�月�日

207 手術 K280-2 網膜付着組織を含む硝子体切除術（眼内内視鏡を用いるもの） （硝切） 第 14 号 平成24年�月�日

208 手術 K281-2 網膜再建術 （網膜再） 第 3号 平成26年�月�日

209 手術 K305-2 植込型骨補聴器（直接振動型）植込術 （植補聴） 第 2号 令和�年�月�日

210 手術 K308-3 耳管用補綴材挿入術 （耳補挿） 第 1号 令和�年�月�日

211 手術 K319-2 経外耳道的内視鏡下鼓室形成術 （経内鼓） 第 3号 令和�年�月�日

212 手術 K320-2 人工中耳植込術 （人工中耳） 第 1号 平成30年�月�日

213 手術
K328、K328-2、

K328-3

人工内耳植込術、植込型骨導補聴器移植術及び植込型

骨導補聴器交換術
（植補聴） 第 2号 平成26年�月�日

214 手術 K340-7 内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ型（拡大副鼻腔手術） （内鼻Ｖ） 第 3号 平成26年�月�日

215 手術 K343-2 経鼻内視鏡下副鼻腔悪性腫瘍手術（頭蓋底郭清、再建を伴うもの） （内鼻Ⅴ腫） 第 3号 令和�年�月�日

216 手術 K394-2 鏡視下喉頭悪性腫瘍手術 （鏡咽悪） 第 6号 令和�年�月�日

217 手術 K374-2 鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含む） （鏡咽悪） 第 7号 令和�年�月�日

218 手術
K443・3、

K444・4

上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る）・下顎骨形成術

（骨移動を伴う場合に限る）
（顎移） 第 2号 平成20年�月�日

219 手術 K475 乳房切除術（遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対するもの） （乳切遺伝） 第 10 号 令和	年
月�日

220 手術 K476
乳腺悪性腫瘍手術(乳頭乳輪温存乳房 切除術(腋窩郭清を伴わな

いもの)及び乳頭乳輪温存乳房切除術(腋窩郭清を伴うもの))
（乳腫） 第 1号 平成28年�月�日

221 手術、検査
K476・注 1、

D409-2

乳がんセンチネルリンパ節加算１及びセンチネルリンパ節

生検（併用）
（乳セ１） 第 25 号 平成22年�月�日

222 手術、検査
K476・注 2、

D409-2

乳がんセンチネルリンパ節加算２及びセンチネルリンパ節

生検（単独）
（乳セ２） 第 25 号 平成22年�月�日

223 手術 K476-4 ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後） （ゲル乳再） 第 4号 平成25年10月�日

224 手術 K476-5 乳腺悪性腫瘍ラジオ波焼�療法（一連として） （乳腺ラ） 第 3号 令和�年�月�日

225 手術 K502-5 胸腔鏡下拡大胸腺摘出術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） （胸腔拡胸支）第 3号 令和�年�月�日

226 手術 K504-2 胸腔鏡下縦隔悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） （胸腔縦悪支）第 4号 令和元年�月�日

227 手術 K508-4 気管支バルブ留置術 （気バ留） 第 2号 令和�年�月�日

228 手術
K513・3、

K513・4

胸腔鏡下肺切除手術（区域切除）（肺葉切除又は１肺葉を超えるも

の）（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）
（胸腔肺支） 第 3号 令和�年�月�日

229 手術 K513-2 胸腔鏡下良性縦隔腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） （胸腔縦支） 第 4号 令和元年�月�日

230 手術 K514・10
肺悪性腫瘍手術(壁側・臓側胸膜全切除(横隔膜、心膜合併 切除を

伴うもの)に限る。)
（肺腫） 第 1号 平成28年�月�日

231 手術 K514-24 胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（気管支形成を伴う肺切除） （胸腔形成） 第 8号 令和�年�月�日

232 手術 K514-2・3
胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（肺葉切除又は１肺葉を超えるもので内

視鏡手術用支援機器を用いる場合）
（胸腔肺悪） 第 3号 平成30年12月�日
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№ 区分 区分番号 届出事項
届 出 状 況

受理番号 算定開始年月日

233 手術 K514-4 同種死体肺移植術 （肺植） 第 1号 平成18年�月�日

234 手術 K514-6 生体部分肺移植術 （生肺） 第 1号 平成20年�月�日

235 手術 K514-7 肺悪性悪性腫瘍及び胸腔内軟部腫瘍ラジオ波焼@療法 （肺ラ） 第 1号 令和6年�月�日

236 手術

K520-2､K647-3､

K665-2､K730-3､

K731-3､K777-1､

K792-1､K808-1､

K858-1

食道縫合術（�孔、損傷）（内視鏡によるもの）、内視鏡下胃、十二

指腸�孔瘻孔閉鎖術、胃瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、小腸瘻閉

鎖術（内視鏡によるもの）、結腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、腎

（腎盂）腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、尿管腸瘻閉鎖術（内視鏡

によるもの）、膀胱腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、腟腸瘻閉鎖

術（内視鏡によるもの）

（�瘻閉） 第 5号 平成30年�月�日

237 手術 K529-2 胸腔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） （胸腔食悪支）第 4号 令和元年�月�日

238 手術 K529-3 縦隔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） （縦隔食悪支）第 2号 令和�年�月�日

239 手術 K530-3 内視鏡下筋層切開術 （内筋） 第 1号 平成28年�月�日

240 手術 K546 経皮的冠動脈形成術 （経冠形） 第 12 号 平成26年�月�日

241 手術 K548 経皮的冠動脈形成術（特殊カテーテルによるもの） （経特） 第 6号 平成26年�月�日

242 手術 K549 経皮的冠動脈ステント留置術 （経冠ス） 第 12 号 平成26年�月�日

243 手術 K554-2 胸腔鏡下弁形成術 （胸腔弁形） 第 2号 平成30年�月�日

244 手術 K554-3 胸腔鏡下弁置換術 （胸腔下置） 第 2号 平成30年�月�日

245 手術 K555-2 経カテーテル大動脈弁置換術 （カ大動弁置）第 11 号 令和	年�月�日

246 手術 K559-3 経皮的僧帽弁クリップ術 （経僧帽） 第 4号 令和
年12月�日

247 手術 K594・4 ロ 不整脈手術 左心耳閉鎖術（胸腔鏡下に伴うもの） （不整胸腔） 第 4号 令和�年�月�日

248 手術 K595-2 経皮的中隔心筋焼@術 （経中） 第 9号 平成16年�月�日

249 手術 K597、K597-2 ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術 （ペ） 第 4号 平成10年�月�日

250 手術 K597-3
ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術(リー

ドレスペースメーカー)
（ペリ） 第 4号 平成30年�月�日

251 手術 K598、K598-2 両心室ペースメーカー移植術及び両心室ペースメーカー交換術 （両ぺ） 第 8号 平成16年�月�日

252 手術 K598、K598-2
両心室ペースメーカー移植術（心筋電極の場合）及び両心室ペー

スメーカー交換術（心筋電極の場合）
（両ぺ心） 第 1号 令和�年�月�日

253 手術
K599、K599-2、

K599-5

植込型除細動器移植術及び植込型除細動器交換術及び

経静脈電極抜去術
（除） 第 1号 平成�年�月�日

254 手術 K599、K599-2
植込型除細動器移植術（心筋リードを用いる場合）及び

植込型除細動器交換術（心筋リードを用いる場合）
（除心） 第 5号 令和�年�月�日

255 手術
K599-3、

K599-4

両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術及び両室

ペーシング機能付き植込型除細動器交換術
（両除） 第 4号 平成20年�月�日

256 手術
K599-3、

K599-4

両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（心筋電

極の場合）及び両室ペーシング機能付き植込型除細動器

交換術（心筋電極の場合）

（両除心） 第 5号 令和�年�月�日

257 手術 K600 大動脈バルーンパンピング法（IABP法） （大） 第 11 号 平成10年�月�日

258 手術 K602-2 経皮的循環補助法（ポンプカテーテルを用いたもの） （経循補） 第 11 号 令和�年�月�日

259 手術 K615-2 経皮的大動脈遮断術 （大遮） 第 18 号 平成22年�月�日

260 手術 K616-6 経皮的下肢動脈形成術 （経下肢動） 第 10 号 令和�年�月�日

261 手術 K627-2 腹腔鏡下リンパ節群郭清術（傍大動脈） （腹リ傍大） 第 4号 令和�年�月�日

262 手術 K627-2 腹腔鏡下リンパ節群郭清術（側方） （腹リ傍側） 第 18 号 令和�年�月�日

263 手術 K636-2 ダメージコントロール手術 （ダメ） 第 18 号 平成22年�月�日

264 手術 K645-3 骨盤内悪性腫瘍及び腹腔内軟部腫瘍ラジオ波焼@療法（一連として) （骨盤ラ） 第 2号 令和�年�月�日

265 手術 K653-6 内視鏡的逆流防止粘膜切除術 （内胃切） 第 7号 令和�年�月�日

266 手術 K654-4 腹腔鏡下十二指腸局所切除術（内視鏡処置を併施するもの） （腹十二局） 第 6号 令和�年�月�日

267 手術 K655-2 腹腔鏡下胃切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） （腹胃切支） 第 5号 平成30年10月�日

268 手術 K655-5 腹腔鏡下噴門側胃切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） （腹側胃切支）第 5号 平成30年10月�日

269 手術 K657-2 腹腔鏡下胃全摘術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） （腹胃全） 第 4号 平成30年10月�日

270 手術 K668-2 バルーン閉塞下逆行性経静脈的塞栓術 (バ経静脈) 第 14 号 令和�年�月1日

271 手術 K675-2 腹腔鏡下胆嚢悪性腫瘍手術（胆嚢床切除術を伴うもの） （腹胆床） 第 11 号 令和�年�月�日

272 手術 K677
胆管悪性腫瘍手術(膵頭十二指腸切除及び肝切除(葉以上)

を伴うものに限る。)
（胆腫） 第 5号 平成28年�月�日

273 手術 K678 体外衝撃波胆石破砕術 （胆） 第 28 号 平成26年�月�日

274 手術 K695-2 腹腔鏡下肝切除術 （腹肝） 第 25 号 平成30年�月�日

275 手術 K695-2 腹腔鏡下肝切除術（内視鏡手術支援機器を用いるもの） （腹肝支） 第 4号 令和
年	月�日

276 手術 K699-2 体外衝撃波膵石破砕術 （膵石破） 第 25 号 平成30年�月�日

277 手術 K700-3 腹腔鏡下膵腫瘍摘出術 （腹膵腫瘍） 第 4号 平成30年�月�日

278 手術 K702-2 腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術 （腹膵切） 第 26 号 平成28年�月�日
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№ 区分 区分番号 届出事項
届 出 状 況

受理番号 算定開始年月日

279 手術 K702-2 腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） （腹膵切支） 第 2号 令和�年�月�日

280 手術 K709-6 同種死体膵島移植術 （膵島植） 第 2号 令和�年�月�日

281 手術 K719-3 腹腔鏡下結腸悪性腫瘍切除術（内視鏡手術支援機器を用いるもの） （腹結悪支） 第 4号 令和�年�月�日

282 手術 K721-5 内視鏡的小腸ポリープ切除術 （内小ポ） 第 21 号 令和�年�月�日

283 手術 K721-4 早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術 （早大腸） 第 22 号 平成24年�月�日

284 手術 K740-2 腹腔鏡下直腸切除・切断術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） （腹直腸切支）第 3号 平成30年10月�日

285 手術 K754-2 腹腔鏡下副腎摘出術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの） （腹腎摘出支）第 1号 令和�年�月�日

286 手術 K768 体外衝撃波腎・尿管結石破砕術 （腎） 第 17 号 平成�年�月�日

287 手術 K773-5 腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの） （腹腎支器） 第 7号 平成29年12月�日

288 手術 K773-6 腹腔鏡下尿管悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの） （腹腎尿支器）第 15 号 令和�年�月�日

289 手術 K773-7 腎悪性腫瘍ラジオ波焼p療法（一連として） （腎悪ラ） 第 2号 令和�年�月�日

290 手術 K778-2 腹腔鏡下腎盂形成手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） （腹腎形支） 第 4号 令和�年�月�日

291 手術 K780 同種死体腎移植術 （腎植） 第 4号 平成20年�月�日

292 手術 K780-2 生体腎移植術 （生腎） 第 5号 平成20年�月�日

293 手術
K800-3、

K800-4
膀胱水圧拡張術、ハンナ型間質性膀胱炎手術（経尿道） （膀胱ハ間） 第 46 号 令和�年	月�日

294 手術 K803-2 腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術 （腹膀） 第 6号 平成25年�月�日

295 手術 K803-2 腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの） （腹膀胱悪支）第 9号 令和�年
月�日

296 手術 K823-7 膀胱頸部形成術（膀胱頸部吊上術以外） （膀形埋嚢） 第 7号 令和�年�月�日

297 手術 K824-1 尿道狭窄グラフト再建術 （尿狭再） 第 3号 令和�年�月�日

298 手術 K828-3 埋没陰茎手術 （膀形埋嚢） 第 7号 令和�年�月�日

299 手術 K830-3 精巣温存手術 （精温） 第 2号 令和�年�月�日

300 手術 K835-11 陰嚢水腫手術（鼠径部切開によるもの） （膀形埋嚢） 第 7号 令和�年�月�日

301 手術 K843-2 腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの) （腹前） 第 1号 平成26年�月�日

302 手術 K843-4 腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの) （腹前支器） 第 4号 平成27年�月�日

303 手術 K860-3 腹腔鏡下膣断端挙上術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） （腹断端支） 第 1号 令和�年�月�日

304 手術 K877-2 腹腔鏡下腟式子宮全摘術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） （腹膣子内支）第 2号 令和元年�月�日

305 手術 K879-2 腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮頸がんに限る。） （腹子頸） 第 6号 令和元年�月�日

306 手術 K879-2 腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る。） （腹子） 第 17 号 令和�年�月�日

307 手術 K879-2
腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る。）(内視鏡手術用

支援機器を用いるもの）
（腹子悪内支）第 6号 令和�年
月�日

308 手術 K888 子宮附属器腫瘍摘出術（遺伝性乳癌卵巣症候群患者に対するもの） （子宮附遺伝）第 10 号 令和�年	月�日

309 手術 K882-2 腹腔鏡下子宮瘢痕部修復術 （腹瘢修） 第 10 号 令和�年�月�日

310 手術 K915-5 胎児輸血術 （胎輸） 第 4号 令和�年�月�日

311 手術 K910-6 臍帯�刺 （胎輸臍帯） 第 4号 令和�年�月�日

312 手術 K916 体外式膜型人口肺管理料 （体膜肺） 第 4号 令和�年�月�日

313 手術 K920-2 輸血管理料（Ⅰ） （輸血Ⅰ） 第 38 号 令和�年�月�日

314 手術 K920-2 輸血管理料（Ⅱ） （輸血Ⅱ） 第 97 号 平成27年�月�日

315 手術 K920-2 貯血式自己輸血管理体制加算（※輸血管理料の加算） （貯輸） 第 3号 平成26年11月�日

316 手術 K924-2 自己クリオプレシピテート作製術（用手法） （自己ク） 第 2号 平成30年�月�日

317 手術 K924-3 同種クリオプレシピテート作製術 （自己ク） 第 3号 令和�年	月�日

318 手術 K939-3 人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算 （造設前） 第 33 号 平成24年�月�日

319 手術 K939-5 胃瘻造設時嚥下機能評価加算 （胃瘻造嚥） 第 123 号 平成28年�月�日

320 手術 医科点数表第２章第 10 部手術の通則の 16 に掲げる手術 （胃瘻造） 第 196 号 平成28年�月�日

321 手術
医科点数表第２章第 10 部手術の通則の 19 に規定する手術

（遺伝性乳癌卵巣癌症候群に対する子宮付属器腫瘍摘出術）
（子宮附伝） 第 10 号 令和�年�月�日

322 手術
医科点数表第２章第 10 部手術の通則の 19 に規定する手術

（遺伝性乳癌卵巣癌症候群に対する乳房切除術）
（乳切遺伝） 第 10 号 令和�年�月�日

323 麻酔 L009 麻酔管理料（Ⅰ） （麻管Ⅰ） 第 17 号 令和元年11月�日

324 麻酔 L010 麻酔管理料（Ⅱ） （麻管Ⅱ） 第 12 号 平成22年�月�日

325 麻酔 L009、L010 麻酔管理料 周術期薬剤管理加算 （週薬管） 第 6号 令和�年�月�日

326 放射線治療 M000・注 2 放射線治療専任加算 （放専） 第 2号 平成12年�月�日

327 放射線治療 M000・注 3 外来放射線治療加算 （外放） 第 11 号 平成20年�月�日

328 放射線治療 M001 体外照射呼吸性移動対策加算 （体対策） 第 6号 平成24年�月�日

329 放射線治療 M001・2 高エネルギー放射線治療 （高放） 第 11 号 平成14年�月�日

330 放射線治療
M001・2・

注 2、注 6
1 回線量増加加算（全乳房照射・前立腺照射） （増線） 第 7号 平成30年�月�日

331 放射線治療 M001・3 強度変調放射線治療（IMRT） （強度） 第 4号 平成22年�月�日

− 15 −



№ 区分 区分番号 届出事項
届 出 状 況

受理番号 算定開始年月日

332 放射線治療 M001・注 4 画像誘導放射線治療（IGRT） （画誘） 第 7号 平成22年�月�日

333 放射線治療 M001-3 定位放射線治療 （直放） 第 9号 平成20年�月�日

334 放射線治療 M001-3 定位放射線治療呼吸性移動対策加算（その他） （定対策） 第 5号 平成24年�月�日

335 病理診断 N006・注 4 病理診断管理加算（2） （病理診 2） 第 24 号 平成30年�月�日

336 病理診断 N006・注 5 悪性腫瘍病理組織標本加算 （悪病組） 第 4号 平成30年�月�日

337 病理診断 N通則 6 保険医療機関間の連携による病理診断 （連携診） 第 4号 平成28年11月�日

338 その他 O0100 外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ） （外在ベⅠ） 第 1451 号 令和�年�月�日

339 その他 O0102 入院ベースアップ評価料（92） （入ベ 85） 第 2号 令和�年�月�日

歯科関係の施設基準

340 初・再診料(歯科) 歯科A000・2 地域歯科診療支援病院歯科初診料 （病初診） 第 26 号 平成22年�月�日

341 初・再診料(歯科) 歯科A000・注 10 歯科診療特別対応連携加算 （歯特連） 第 27 号 平成26年12月�日

342 初・再診料(歯科) 歯科A000・注 9 歯科外来診療医療安全対策加算 2 （外安全２） 第 491 号 令和�年�月�日

343 初・再診料(歯科) 歯科A000・注 10 歯科外来診療感染対策加算 4 （外感染 4） 第 1号 令和�年�月�日

344
入院基本料等

加算(歯科)
歯科A250 地域歯科診療支援病院入院加算 （地歯入院） 第 1号 平成20年�月�日

345 医学管理等(歯科)
歯科 B000-4・

注 11

歯科疾患管理料の注 11 に規定する総合医療管理課加算及び歯科

治療時医療管理料
（医管） 第 528 号 平成18年�月�日

346 医学管理等(歯科) 歯科 B018 医療機器安全管理料（歯科） （機安歯） 第 1号 平成20年�月�日

347 検査（歯科） 歯科D002-6 口腔細菌定量検査 （口菌検） 第 3号 令和�年�月�日

348 検査（歯科） 歯科D011-3 有床義歯咀嚼機能検査２のロ及び�合圧検査 （�合圧） 第 22 号 平成30年10月�日

349 検査（歯科） 歯科D013 精密触覚機能検査 （精密触覚） 第 5号 平成30年12月�日

350 検査（歯科） 歯科D014 睡眠時歯科筋電図検査 （歯筋電図） 第 13 号 令和�年�月�日

351
リハビリテーション

(歯科)
歯科H001-3 歯科口腔リハビリテーション料 2 （歯リハ 2） 第 111 号 平成26年�月�日

352 手術（歯科） 歯科 J063・5 歯周組織再生誘導手術 （ＧＴＲ） 第 148 号 平成20年�月�日

353 手術（歯科） 歯科 J063・5 広範囲顎骨支持型装置埋入手術 （人工歯根） 第 12 号 平成30年�月�日

354

歯冠修復及

び欠損保綴

（歯科）

歯科M000-2 クラウン・ブリッジ維持管理料 （補管） 第 513 号 平成�年�月�日

355

歯冠修復及

び欠損保綴

（歯科）

歯科M003・

注 1
歯科技工士連携加算 1 （歯技連 1） 第 159 号 令和�年�月�日

356

歯冠修復及

び欠損保綴

（歯科）

歯科M015-2 CAD/CAM冠 （歯 CAD） 第 1306 号 平成26年�月�日

【入院時食事療養費】

357 食事生活 入院時食事療養／生活療養（Ⅰ） （食） 第 434 号 平成元年10月�日

【先進医療】

358 先進医療

インターフェロンα皮下投与及びジドブジン経口投与

の併用療法 成人Ｔ細胞白血病リンパ腫（症候を有す

るくすぶり型又は予後不良因子を有さない慢性型のも

のに限る。）

（先− 230） 第 3号 平成27年�月�日

359 先進医療

自家膵島移植術 慢性膵炎（�痛を伴うものであって、

従来の治療法に抵抗性を有するものに限る。）又は膵動

脈奇形（従来の治療法に抵抗性を有るものに限る。）

（先− 360） 第 1号 令和�年�月�日

【酸素の購入単価】

360
処置医療機

器等加算
酸素の購入単価 （酸単） 第 139326 号 平成31年�月�日
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(6）建物の概要 （2025（令和 7）年 3月 31 日現在）

福岡大学病院

本館 構造 鉄骨造、一部鉄筋コンクリート造

規模 地下 1階、地上 12 階、

面積 延 51,328.70㎡

旧本館 構造 鉄筋コンクリート造、一部鉄骨造

規模 地下 1階、地上 7階、

面積 延 39,765.89㎡

中央棟 構造 鉄筋コンクリート造、一部鉄骨造

規模 地下 2階、地上 7階、

面積 延 28,959.80㎡

北別館 構造 鉄骨鉄筋コンクリート造

規模 地下 1階、地上 3階、

面積 延 5,917.17㎡

西別館 構造 鉄筋コンクリート造

規模 地下 1階、地上 4階、

面積 延 7,519.00㎡

研修センター

A棟、B棟

構造 鉄筋コンクリート造

規模 地下 1階、地上 6階、

面積 延 6,068.05㎡

情報管理棟 構造 鉄骨造

規模 地上 2階

面積 延 528.49㎡
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(7）配置図 （2025（令和 7）年 3月 31 日）
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空
室

耳
鼻
咽
喉
科
検
査
室
医
学
部

医
学
部

医
学
部

医
学
部

臨
床
検
査
・
輸
血
部

感
染
制
御
部

栄
養
部

女
性
診
療
セ
ン
タ
ー
(産
婦
人
科
、
乳
腺
内
分
泌
外
科
)　
ア
イ
セ
ン
タ
ー
(眼
科
)

ー
タ
ン
セ

療
医

容
美･

科
外

成
形･

科
膚

皮
麻
酔
科
（
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

(形
成
外
科
･美
容
外
科
,皮
膚
科
・
美
容
皮
膚
科
)

３
階

手
術
部

小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
(小
児
科
、
小
児
外
科
)　
　

医
局

管
理
部
門

臨
床
研
究

医
学
部

空
室

医
学
部

病
理
部

ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
(循
環
器
内
科
、
心
臓
血
管
外
科
)　
　

  支
援
セ
ン
タ
ー

家
族
控
室

地
域
医
療
連
携
セ
ン
タ
ー
（
後
方
）

遺
伝
医
療
室
　
看
護
相
談
室
　

血
液
浄
化
療
法
セ
ン
タ
ー

集
中
治
療
室
/G
IC
U

腎
･泌
尿
器
･膠
原
病
セ
ン
タ
ー
(腎
臓
･膠
原
病
内
科
、
腎
泌
尿
器
外
科
)

精
神
神
経
科

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー・
EC
M
Oセ
ン
タ
ー
/E
IC
U
/H
CU

脳
神
経
セ
ン
タ
ー
(脳
神
経
内
科
・
脳
神
経
外
科
)

空
室

空
室

耳
鼻
咽
喉
科

歯
科
口
腔
外
科

２
階

生
理
機
能
検
査

臨
床
工
学
セ
ン
タ
ー

も
の
忘
れ
外
来
専
門
セ
ン
タ
ー
　
　

聴
覚
検
査
室

臨
床
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー

（
心
電
図
/心
エ
コ
ー
・
血
管
エ
コ
ー
/脳
波
・
筋
電
図
/呼
吸
機
能
検
査
）

消
化
器
セ
ン
タ
ー
(消
化
器
内
科
、
消
化
器
外
科
)　

菜
の
花
学
級

医
療
安
全
管
理
部

呼
吸
器
セ
ン
タ
ー
(呼
吸
器
内
科
、
呼
吸
器
・
乳
腺
内
分
泌
・
小
児
外
科
)　
　

中
央
採
血
室
･中
央
処
置
室
　
　
内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
　

内
分
泌・
糖
尿
病
セ
ン
タ
ー
(内
分
泌・
糖
尿
病
内
科
)
総
合
診
療
科

科
内

症
染

感･
液

血･
瘍

腫
室

空
室

空
ー
タ
ン
セ

髄
脊･

椎
脊･

器
動

運・
科

外
形

整
ー
タ
ン
セ

療
医

生
再

ー
タ
ン
セ
ん

が
１
階

（
緩
和
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
/が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
/

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

地
域
医
療
連
携
セ
ン
タ
ー
（
前
方
）
　
　

化
学
療
法
セ
ン
タ
ー

が
ん
情
報
サ
ロ
ン
/が
ん
ゲ
ノ
ム
外
来
）
摂
食
嚥
下
セ
ン
タ
ー

案
内
・
受
診
相
談
　
　
初
診
・
再
診
受
付
　
計
算
・
会
計

臓
器
移
植
医
療
セ
ン
タ
ー

放
射
線
部

言
語
療
法
室

医
事
課
　
　
院
外
処
方
案
内
　
　
Ａ
Ｔ
Ｍ

入
院
受
付
・
入
退
院
支
援
セ
ン
タ
ー

（
受
付
/X
線
検
査
/C
T
/M
RI
/放
射
線
科
/

救
急
事
務
受
付

透
視・
超
音
波（
エ
コ
ー
）/
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィー
）
医
療
用
売
店
/売
店
/A
T
M

庫
ム

ルィ
フ

室
安

霊
室

視
監

央
中

室
空

ー
タ
ン
セ
ス
ネト

ッィ
フ

ル
カィ

デ メ
ー
タ
ン
セ

災
防

療
治

線
射

放
階１

地
茶

喫
換
交
話

電
法
療

用
内 IR/I R/TE P/

学
医

核
病
理
解
剖
室

洗
濯
室

霊
安
室

館 
別 

西
館 

別 
北

棟　　
央　　

中
旧
　
　
　
本
　
　
　
館

本
　
　
　
　
館
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診 療 部
（診療各科）

腫瘍・血液・感染症内科 診療部長 髙 松 泰

内分泌・糖尿病内科 診療部長 川 浪 大 治

循環器内科 診療部長 杉 原 充

消化器内科 診療部長 平 井 郁 仁

呼吸器内科 診療部長 藤 田 昌 樹

腎臓・膠原病内科 診療部長 升 谷 耕 介

脳神経内科 診療部長 馬 場 康 彦

精神神経科 診療部長 堀 輝

小 児 科 診療部長 永 光 信一郎

消化器外科 診療部長 長谷川 傑

呼吸器･乳腺内分泌･小児外科 診療部長 佐 藤 寿 彦

整形外科 診療部長 前 山 彰

形成外科 診療部長 髙 木 誠 司

脳神経外科 診療部長 安 部 洋

心臓血管外科 診療部長 和 田 秀 一

皮 膚 科 診療部長 今 福 信 一

腎泌尿器外科 診療部長 羽 賀 宣 博

産婦人科 診療部長 四 元 房 典

眼 科 診療部長 内 尾 英 一

耳鼻咽喉科 診療部長 坂 田 俊 文

放射線科 診療部長 高 山 幸 久

麻 酔 科 診療部長 秋 吉 浩三郎

歯科口腔外科 診療部長 近 藤 誠 二

総合診療科 診療部長 鍋 島 茂 樹

事 務 部 事務長 川 野 耕

診 療 部
（診療各部）

病 理 部 診療部長 濵 﨑 慎

臨床検査・輸血部 診療部長 小 川 正 治

内視鏡部 診療部長 平 井 郁 仁

放射線部第一 診療部長 高 山 幸 久

放射線部第二 診療部長 三 浦 伸一郎

手 術 部 診療部長 秋 吉 浩三郎

栄 養 部 診療部長 長谷川 傑

リハビリテーション部 診療部長 鎌 田 聡

血液浄化療法センター 診療部長 伊 藤 建 二

医療情報部 診療部長 吉 田 陽一郎

救命救急センター 診療部長 仲 村 佳 彦

総合周産期母子医療センター 診療部長 四 元 房 典

臓器移植医療センター 診療部長 白 石 武 史

病院長 三 浦 伸一郎

副病院長 平 井 郁 仁

副病院長 甲 斐 純 美

事 務 長 川 野 耕

副病院長 秋 吉 浩三郎

副病院長 長谷川 傑

庶 務 課

経 理 課

施 設 用 度 課

医 事 課

医 療 情 報 部 事 務 室

臨床研究支援センター事務室

医療安全・感染管理事務室

診療支援部門

看 護 部 看護部長 甲 斐 純 美

薬 剤 部 薬剤部長 神 村 英 利

臨床研究支援センター センター長 野 田 慶 太

卒後臨床研修センター センター長 平 井 郁 仁

臨床工学センター センター長 佐 藤 寿 彦

地域医療連携センター センター長 平 井 郁 仁

がんセンター センター長 髙 松 泰

再生医療センター センター長 吉 松 軍 平

認知症疾患医療センター センター長 堀 輝

入退院支援センター センター長 平 井 郁 仁

心臓リハビリテーションセンター センター長 藤 見 幹 太

摂食嚥下センター センター長 梅 本 丈 二

最先端ロボット手術センター センター長 佐 藤 寿 彦

炎症性腸疾患先進治療センター センター長 平 井 郁 仁

睡眠センター センター長 吉 村 力

救急治療センター センター長 鍋 島 茂 樹

脳卒中センター センター長 馬 場 康 彦

遺伝医療室 室 長 四 元 房 典

褥瘡対策室 室 長 髙 木 誠 司

診療支援組織

栄養サポートチーム、ECMOセンター

緩和ケアチーム、子どものこころ診療センター

術後�痛管理チーム、脊椎・脊髄センター

認知症ケアチーム

診療支援部門

医療安全管理部 部 長 秋 吉 浩三郎

感染制御部 部 長 戸 川 温
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